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日
本
産
の
イ
リ
ス
属
植
物
に
新
た
に
仲
間
入
り
し
た
ト
バ
タ
ア
ヤ
メ 

 
    

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

国
立
科
学
博
物
館 

植
物
研
究
部 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

多
様
性
解
析
・
保
全
グ
ル
ー
プ
長 

 

岩
科 

司 
  

イ
リ
ス
属(Iris)
は
世
界
に
約150

種
ほ

ど
が
あ
り
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
北
半
球
に

自
生
地
が
あ
る
。
日
本
に
は
帰
化
種
も
含

め
て
８
種
が
知
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
数
は

イ
リ
ス
属
全
体
に
比
べ
て
、
決
し
て
多
い

数
で
は
な
い
。
私
の
所
属
す
る
植
物
研
究

部
の
多
様
性
解
析
・
保
全
グ
ル
ー
プ
の
研

究
者
は
現
在
７
名
で
あ
る
が
、
筑
波
実
験

植
物
園
の
研
究
員
も
併
任
し
て
い
る
。
こ

の
植
物
園
は
日
本
で
唯
一
の
国
立
の
植
物

園(

厳
密
に
は
独
立
行
政
法
人)

な
の
で
、
変

種
も
含
め
た
日
本
の
イ
リ
ス
属
植
物
は
す

べ
て
栽
培
維
持
し
、
一
般
に
公
開
す
べ
き

と
考
え
た
。
日
本
産
の
８
種
と
は
ノ
ハ
ナ

シ
ョ
ウ
ブ(I. ensata var. spontanea)

、

カ
キ
ツ
バ
タ(I. laevigata)

、
ア
ヤ
メ(I. 

sauguinea)

、
ヒ
オ
ウ
ギ
ア
ヤ
メ(I. 

setosa )
、
ヒ
メ
シ
ャ
ガ(I. gracilipes)

、

エ
ヒ
メ
ア
ヤ
メ(I. rossii)

、
そ
れ
に
帰
化

種
の
シ
ャ
ガ(I.japonica)

と
キ
シ
ョ
ウ
ブ

(I. pseudacorus)

で
あ
る
。
さ
ら
に
ヒ
オ

ウ
ギ
ア
ヤ
メ
の
変
種
で
あ
る
キ
リ
ガ
ミ
ネ

ヒ
オ
ウ
ギ
ア
ヤ
メ(I. setosa var. 

hondoensis)

と
ナ
ス
ノ
ヒ
オ
ウ
ギ
ア
ヤ
メ

(I. setosa var. nasuensis)

が
あ
る
。
ア

ヤ
メ
の
変
種
と
し
て
チ
ャ
ボ
ア
ヤ
メ
が
一

時
記
載
さ
れ
た
が
、
こ
れ
は
最
近
の
分
類

で
は
ア
ヤ
メ
の
品
種(cultivar)

に
格
下
げ

さ
れ
た
。
こ
れ
ら
の
う
ち
、
カ
キ
ツ
バ

タ
、
エ
ヒ
メ
ア
ヤ
メ
、
ヒ
メ
シ
ャ
ガ
、
キ

リ
ガ
ミ
ネ
ヒ
オ
ウ
ギ
ア
ヤ
メ
、
ナ
ス
ノ
ヒ

オ
ウ
ギ
ア
ヤ
メ
の
５
種
類
が
環
境
省
の

“
レ
ッ
ド
デ
ー
タ
ブ
ッ
ク
”
で
絶
滅
危
惧

種
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
は
２
種

の
帰
化
植
物
以
外
も
す
べ
て
都
道
府
県
の

レ
ベ
ル
で
は
絶
滅
危
惧
種
で
あ
る
。
こ
の

原
因
は
残
念
な
が
ら
観
賞
目
的
の
盗
掘
で

あ
る
こ
と
は
否
め
な
い
。 

 
私
は
花
に
含
ま
れ
る
色
素
成
分
と
そ
の

発
現
の
機
構
の
解
明
を
研
究
の
ひ
と
つ
と

し
て
い
る
が
、
イ
リ
ス
属
植
物
に
つ
い
て

も
こ
れ
を
進
め
て
き
た
。
そ
の
中
で
エ
ヒ

メ
ア
ヤ
メ
に
つ
い
て
は
、
私
の
師
で
あ
る

林
孝
三
先
生
と
研
究
を
行
い
、1980

年
に

論
文
と
し
て
発
表
し
た
。
し
か
し
ま
だ
そ

れ
は
断
片
的
な
も
の
で
、
こ
れ
を
完
遂
す

べ
く
、2009

年
に
当
協
会
の
会
員
で
あ
る

清
水
弘
、
木
村
晴
彦
両
氏
に
協
力
を
求
め

た
。
そ
の
折
に
、
北
九
州
に
“
ト
バ
タ
ア

ヤ
メ
”
な
る
も
の
が
あ
る
こ
と
を
お
聞
き

し
た
。
私
も
何
度
か
そ
の
名
前
を
耳
に
は

し
て
い
た
が
、
あ
ま
り
気
に
も
留
め
て
い

な
か
っ
た
。
し
か
し
、
こ
れ
に
も
エ
ヒ
メ

ア
ヤ
メ
と
い
う
別
名
が
あ
る
と
い
う
の
で
、

木
村
氏
に
北
九
州
市
在
住
の
常
守
和
明
氏

を
紹
介
頂
き
、
４
月
に
現
地
を
訪
れ
た
。

戸
畑
ア
ヤ
メ
公
園
に
咲
く
そ
の
花
を
一
目

見
て
、
エ
ヒ
メ
ア
ヤ
メ
と
ま
っ
た
く
異
な

る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
容
易
に
認
識
で
き

た
。
む
し
ろ
ア
ヤ
メ
に
極
め
て
近
い
。
し

か
し
、
そ
の
矮
性
さ
と
花
茎
の
短
さ
は
明

ら
か
に
ア
ヤ
メ
と
は
異
な
る
。
こ
の
こ
と

は
清
水
、
木
村
両
氏
も
同
意
見
で
あ
っ
た
。

し
か
し
、
自
生
地
で
は
す
で
に
絶
滅
し
て

い
る
と
聞
い
た
。
こ
の
よ
う
な
形
質
を
持

つ
植
物
は
日
本
に
は
な
く
、
中
国
と
韓
国

の
文
献
を
見
渡
し
て
も
こ
の
よ
う
な
矮
性

の
イ
リ
ス
属
植
物
は
見
当
た
ら
な
い
こ
と

が
判
明
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
こ
の
植
物
に

は
名
前
が
な
い
。
も
と
は
生
物
で
あ
っ
た

化
石
も
含
め
、
地
球
上
の
生
物
に
は
人
類

に
よ
っ
て
認
識
さ
れ
た
も
の
に
は
す
べ
て

世
界
共
通
の
名
前
が
あ
る
。
こ
れ
は
例
え

ば
、
“
ア
ヤ
メ
”
の
よ
う
な
和
名
の
こ
と

で
は
な
く
、
ラ
テ
ン
語
で
属
名
と
種
名
を

表
わ
し
、
そ
の
後
ろ
に
そ
の
命
名
者
の
名

 
アヤメ(Iris sanguinea var. sanguine a) 

 
トバタアヤメ (Iris sanguinea var. tobataensis) 
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ハ
ナ
シ
ョ
ウ
ブ
の
花
色
育
種 ─

将
来
の
展
望─

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

宮
崎
大
学
農
学
部 

藪
谷 

勤 
 

前
を
つ
け
た
、
い
わ
ゆ
る
学
名
で
あ
る
。

こ
れ
が
な
い
と
正
式
な
生
物
と
は
認
め
ら

れ
な
い
の
だ
。
だ
か
ら
こ
の
ま
ま
で
は

“
ト
バ
タ
ア
ヤ
メ
”
は
“
名
無
し
の
権
兵

衛
”
の
ま
ま
で
、
学
問
の
世
界
で
は
ま
っ

た
く
無
視
さ
れ
て
し
ま
う
。
そ
こ
で
私
と

同
じ
植
物
研
究
部
の
分
類
学
者
、
秋
山
忍

と
の
共
同
で
こ
れ
を
“
戸
籍
”
に
入
れ
る

こ
と
に
し
た
。
そ
の
た
め
に
は
論
文
と
し

て
発
表
し
、
そ
の
中
で
従
来
の
種
や
変
種 

                 

と
の
違
い
を
ラ
テ
ン
語
で
表
記
し
な
け
れ

ば
正
式
な
名
前
と
は
な
ら
な
い
。
私
た
ち

は
こ
の
植
物
を
“Iris 

sanguinea 
H

ornem
. 

var. 
tobataensis 

S. 
Akiyam

a &
 Iw

ashina

”
と
名
付
け
、

和
名
は
そ
の
ま
ま
“
ト
バ
タ
ア
ヤ
メ
”
と

し
、
日
本
固
有
の
ア
ヤ
メ
の
１
新
変
種
と

し
て
、
国
立
科
学
博
物
館
研
究
報
告
Ｂ
類

(

植
物
学)[Bulletin of the N

ational 
M

useum
 of N

ature and Science 

                 

                            

研
究
室
で
は
デ
ル
フ
ィ
ニ
ジ
ン

3pCRG
5G

型
品
種
を
用
い
た
コ
ピ
グ

メ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
青
色
花
や
シ
ア

ニ
ジ
ン3RG

5G

型
系
統
を
用
い
た
赤
色

花
の
交
雑
育
種
を
展
開
し
て
い
る(

写
真

①
、
②)

。 

ハ
ナ
シ
ョ
ウ
ブ
の
種
内
交
雑
で
は
黄

色
花
品
種
も
育
成
さ
れ
て
い
な
い
が
、
既

に
キ
シ
ョ
ウ
ブ
と
の
種
間
交
雑
に
よ
り
、

「
愛
知
の
輝
」、「
金
星
」
な
ど
多
く
の
雑

種
品
種
が
育
成
さ
れ
、
し
か
も
こ
れ
ら
の

品
種
は
黄
色
ハ
ナ
シ
ョ
ウ
ブ
と
し
て
人
気

を
博
し
て
い
る
。
今
後
、
赤
色
花
品
種
が

育
成
さ
れ
る
と
、
キ
シ
ョ
ウ
ブ
と
の
交
雑

に
よ
り
、
オ
レ
ン
ジ
や
オ
レ
ン
ジ
赤
の
雑

種
品
種
の
獲
得
も
期
待
で
き
る
と
と
も
に
、

ハ
ナ
シ
ョ
ウ
ブ
の
花
色
に
よ
っ
て
は
茶
色

や
赤
褐
色
な
ど
の
雑
種
品
種
の
育
成
も
可

能
で
あ
る
。
ま
た
、
キ
シ
ョ
ウ
ブ
と
の
雑

種
品
種
ば
か
り
で
な
く
、
他
の
近
縁
種
と

の
新
規
雑
種
品
種
の
育
成
も
重
要
で
あ
り
、

ハ
ナ
シ
ョ
ウ
ブ
と
カ
キ
ツ
バ
タ
の
雑
種
品

種
と
し
て
「
平
成
」
や
「
青
島
」(

同
質

異
質
四
倍
体)

が
育
成
さ
れ
て
い
る
。
さ

ら
に
、
本
種
の
花
色
の
多
彩
化
育
種
を
進

め
る
た
め
に
は
、
近
縁
種
ば
か
り
で
な
く

遠
縁
種
の
利
用
も
必
要
で
あ
る
。
例
え
ば
、

ジ
ャ
ー
マ
ン
ア
イ
リ
ス
は
豊
富
な
花
色
や

芳
香
性
を
有
す
る
が
、
ハ
ナ
シ
ョ
ウ
ブ
と

の
交
雑
で
は
受
精
も
生
じ
ず
、
両
種
の
間
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ew
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H

ornem
. 

from
 

N
orthern 

K
yushu, Japan

｣

と
題
し
た
論
文
を
英
文
で

発
表
し
た
。
こ
の
時
点
で
、
日
本
産
の
イ
リ
ス

属
植
物
に
11
種
類
目
の
植
物
が
誕
生
し
た
。

も
し
か
し
た
ら
、
日
本
に
も
私
た
ち
が
ま
だ
認

識
し
て
い
な
い
イ
リ
ス
属
の
植
物
が
あ
る
か
も

し
れ
な
い
。 

 

ア
ヤ
メ
属(Iris)

に
は200

以
上
の
種
が
存

在
し
、
ハ
ナ
シ
ョ
ウ
ブ
、
カ
キ
ツ
バ
タ
、
ア

ヤ
メ
、
ダ
ッ
チ
ア
イ
リ
ス
お
よ
び
ジ
ャ
ー
マ

ン
ア
イ
リ
ス
な
ど
が
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
種
の
う
ち
、
我
が
国
で
園
芸
種
と

し
て
最
も
発
達
し
た
ハ
ナ
シ
ョ
ウ
ブ
は
、
野

生
種
の
ノ
ハ
ナ
シ
ョ
ウ
ブ
か
ら
改
良
さ
れ
た

も
の
で
あ
る
。
そ
の
花
色
は
、
紫
を
基
本
と

し
て
青
、
白
、
赤
な
ど
の
方
向
に
変
化
が
広

が
り
、
絞
り
、
覆
輪
、
砂
子
、
濃
淡
お
よ
び

無
地
と
い
っ
た
模
様
も
多
様
で
あ
る
。
こ
の

よ
う
な
多
様
性
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
本
種
の

花
色
に
は
赤
、
青
、
黄
、
オ
レ
ン
ジ
な
ど
を

欠
き
、
一
層
の
多
彩
化
が
望
ま
れ
て
い
る
。 

そ
こ
で
、
こ
れ
ま
で
の
研
究
成
果
を
踏

ま
え
て
、
以
下
に
ハ
ナ
シ
ョ
ウ
ブ
の
花
色

育
種
の
将
来
に
つ
い
て
展
望
し
た
。 
 

ハ
ナ
シ
ョ
ウ
ブ
の
花
色
育
種
を
促
進
す

る
た
め
に
は
、
先
ず
、
そ
の
主
要
色
素
で

あ
る
ア
ン
ト
シ
ア
ニ
ン
の
有
用
変
異
の
探

索
が
不
可
欠
で
あ
る
。
本
種
の
主
要
ア
ン

ト
シ
ア
ニ
ン
は
、
マ
ル
ビ
ジ
ン3-(

パ
ラ

ク
マ
ロ
イ
ル)-

ル
チ
ノ
シ
ド-5-

グ
ル
コ
シ

ド(

マ
ル
ビ
ジ
ン 3pCRG

5G
)

と
ペ
チ
ュ

ニ
ジ
ン3pCRG

5G

で
あ
る
。
私
の
研
究

室
で
は
、
ア
ン
ト
シ
ア
ニ
ン
の
有
用
種
内

変
異
を
探
索
す
る
た
め
に
高
速
液
体
ク
ロ

マ
ト
グ
ラ
フ
ィ
ー
に
よ
る
分
析
を
行
い
、 

ハ
ナ
シ
ョ
ウ
ブ
の
品
種
や
野
生
系
統
に
お
け
る

ア
ン
ト
シ
ア
ニ
ン
の
特
性
を
明
ら
か
に
し
て
き

た
。
そ
の
結
果
、
青
色
花
の
発
現
に
重
要
な
デ

ル
フ
ィ
ニ
ジ
ン3pCRG

5G

や
赤
色
花
の
発
現

に
重
要
な
シ
ア
ニ
ジ
ン3RG

5G

を
主
要
ア
ン

ト
シ
ア
ニ
ン
と
す
る
品
種
や
系
統
を
発
見
し
た

(

藪
谷 2009)

。
さ
ら
に
、
こ
れ
ま
で
に
育
成
さ

れ
た
青
紫
品
種
、「
水
天
一
色
」
や
「
碧
海
」
な

ど
の
青
色
化
機
構
の
解
明
を
試
み
た
と
こ
ろ
、

花
色
の
青
色
化
は
ア
ン
ト
シ
ア
ニ
ン(

マ
ル
ビ
ジ

ン 
3pCRG

5G

、

ペ

チ

ュ

ニ

ジ

ン

3pCRG
5G

)
と
フ
ラ
ボ
ン(

イ
ソ
ビ
テ
キ
シ
ン
な

ど)

と
の
コ
ピ
グ
メ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
こ
と

が
明
ら
か
に
な
っ
た(
藪
谷 2009)

。 

そ
こ
で 
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に
は
極
め
て
高
い
交
雑
不
和
合
性
が
存
在

し
て
い
る
。
そ
こ
で
、
交
雑
で
は
な
く
細

胞
融
合
に
よ
り
ハ
ナ
シ
ョ
ウ
ブ
と
ジ
ャ
ー

マ
ン
ア
イ
リ
ス
の
体
細
胞
雑
種
の
獲
得
に

成
功
し
た(Yabuya
ら2006)

。
今
後
、

こ
の
よ
う
な
体
細
胞
雑
種
か
ら
も
新
規
花

色
や
芳
香
性
を
有
す
る
観
賞
価
値
の
高
い

雑
種
品
種
の
育
成
を
期
待
し
た
い
。 

ア
ヤ
メ
属
植
物
で
は
、
オ
レ
ン
ジ
赤

の
発
現
に
重
要
な
ペ
ラ
ル
ゴ
ニ
ジ
ン
型
ア

ン
ト
シ
ア
ニ
ン
の
存
在
が
未
だ
に
確
認
さ

れ
て
い
な
い
。
そ
こ
で
、
こ
の
よ
う
な
花

色
の
品
種
を
獲
得
す
る
た
め
に
は
、
交
雑

不
和
合
性
の
克
服
が
不
要
な
遺
伝
子
組
換

え
技
術
の
導
入
が
必
要
で
あ
り
、
研
究
室

で
も
ハ
ナ
シ
ョ
ウ
ブ
に
お
け
る
遺
伝
子
組

換
え
技
術
の
確
立
に
向
け
た
研
究
を
進
め

て
い
る
。 

最
近
、
研
究
室
で
は
ハ
ナ
シ
ョ
ウ
ブ
に

お
け
る
ア
ン
ト
シ
ア
ニ
ン3-

ア
シ
ル
化

酵
素(3-AT)

お
よ
び5-

グ
ル
コ
シ
ル
化

酵
素(5-G

T)

の
基
質
特
異
性
を
明
ら
か
に

し
、
ア
ン
ト
シ
ア
ニ
ン
生
合
成
経
路
の
末

端
部
を
提
案
し
た
。
ま
た
、
ダ
ッ
チ
ア
イ

リ
ス
で
は
、3-

グ
ル
コ
シ
ル
化
酵
素(3-

GT )

、5-GT

お
よ
び3-AT

遺
伝
子
な

ど
の
単
離
・
解
析
に
成
功
し
て
い
る

(Yabuya

ら 2006

、Yoshihara

ら 
2006)

。
こ
の
よ
う
な
ア
ン
ト
シ
ア
ニ
ン

生
合
成
や
そ
れ
に
関
連
し
た
遺
伝
子
の
単

離
・
解
析
、
先
に
述
べ
た
コ
ピ
グ
メ
ン
テ

ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
花
色
の
青
色
化
機
構
解

明
等
の
基
礎
研
究
の
進
展
は
、
ハ
ナ
シ
ョ

ウ
ブ
に
お
け
る
花
色
の
多
彩
化
育
種
を
促

進
す
る
も
の
で
あ
る
。 
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シ
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ア
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ニ
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系
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 , 

◎
永
年
会
員
の
ご
紹
介 

会
員
名
簿
に
あ
る
個
人
会
員
中
、
左

記
の
方
が
入
会
３０
年
以
上
と
な
っ
て

い
ま
す
。
こ
こ
に
ご
紹
介
す
る
と
と
も

に
、
協
会
の
維
持
発
展
に
ご
理
解
、
ご

協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
に
心
か
ら

感
謝
の
意
を
表
し
ま
す
。 

 

記 

伊
藤
長
雄
、
飯
田
信
子
、
遠
藤 

覚
、

小
川
田
津
子
、
梶 

政
、
亀
村
道
雄
、

川
津
ひ
な
子
、
草
部 

浩
、 

金
子
キ
ミ
エ
、
小
出 

隆
、 

小
林 

昇
、
小
山
章
治
、
桜
谷
守
雄
、

椎
野
昌
宏
、
宍
戸
健
寿
、
設
楽 

鵬
、

下
平
威
彦
、
清
水 

弘
、
須
賀
一
博
、

鈴
木
栄
一
、
竹
岡
泰
通
、 

露
木
は
な
子
、
永
山
昭
一
、 

堀
口
康
夫
、
福
住
康
文
、
松
村
正
明
、

三
浦
茂
夫
、
三
崎
啓
二
郎
、 

森 

禎
二
、
山
中
規
男 

※
会
報
第
17
号
、
18
号
、
19
号
に
記

載
の
あ
る
氏
名
を
参
考
と
し
、
ア
イ

ウ
エ
オ
順
に
て
表
記
し
ま
し
た
。 

※
お
気
づ
き
の
点
は
協
会
事
務
局
へ
ご

連
絡
下
さ
い
。 


